
平成25年３月橋本市議会定例会会議録（第５号）その４ 

平成25年３月７日（木） 

                                          

                                        

（午後２時14分 再開） 

○議長（井上勝彦君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、議案審議を行います。 

                     

 日程第35 議案第14号 平成25年度橋本市

一般会計予算について 

○議長（井上勝彦君）日程第35 議案第14号

平成25年度橋本市一般会計予算について を

議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 便宜、予算説明書により、歳出から款別に

行います。44ページをお開きください。 

 まず、１款議会費、44ページから47ページ

まで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、２款総務費、46ページから93ページまで、

質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に３款民生費、４款衛生費、92ページから147

ページまで、質疑ありませんか。 

 ８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）133ページをお願いいた

します。133ページの成人保険事業に要する経

費の中の検診委託ですけれども、この特定検

診の受診率の推移はどうなっておるでしょう

かということと、もう一点は、大分検診を促

す文書といいますか、はがき等で何回も送っ

ていただいたり、それからのぼりを立ててい

ただいたり、啓発活動をしていただいてると

いうのは存じておるんですけども、その結果、

受診率がどうなっているのかということと、

来年度予算におきまして、この受診率の向上

をさらに高めていくために、何かお考えいた

だいているのかなということをお尋ねいたし

ます。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）各種がんの受

診率の推移でございますけども、胃がん検診

につきましては、平成19年度が14.5％、しか

しながら、平成23年度で9.5％に下降しており

ます。それから、肺がん検診につきましては、

19年度が34％、それから23年度が24.6％と、

これも下降に推移しています。それから、大

腸がん検診、これにつきましては、受診率が

19年度が25.8％であったのが、23年度で

20.8％と、これも若干下がっております。そ

れから、乳がん検診につきましては、平成19

年度で24％であったのが、23年度が26.2％と

いうことで上昇。それから、子宮がん検診で

すけども、19年度が24.8％から23年度が

27.3％と上昇しています。それから、肝炎ウ

イルスでございますけども、受診率が15.2％

が23年度で11.3％ということで、これはちょ

っと下降しております。 

 各検査項目によって受診率が上昇しておる

分、下降しておる分、あるわけでございます

けども、特に、女性の関係の検診に対する受

診率というのは向上しておると。逆に、それ

以外の男性、女性にかかわらず、両方で関係

ある検診というのが下がっているということ

の経過になってございます。 

 市といたしましては、先ほど議員もおっし

ゃられましたとおり、個別に啓発活動という

ことで、４月、７月に、いろいろ各種団体の

総会とか研修会等がある場合に、そこに健康
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課の職員が出向きまして、受診をしていただ

く啓発をすると。それから、もちろん広報、

ホームページでの啓発というのは以前からや

っておるわけでございますけども、あと、胃

の検診なんかも現実下がっておるということ

で、25年度から、バリウムじゃなしに内視鏡

による検診、これについては受けてもらいや

すいというんですか、検診しやすいというよ

うなこともありますので、25年度初めて内視

鏡による検診も取り入れるということにして

おります。未受診者に対しては、未受診者対

策ということで、各戸訪問、それから電話に

よる啓発、それらを実施しまして、受診率の

向上に努めていっているというのが現状でご

ざいます。 

○議長（井上勝彦君）８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）いろいろと努力はして

いただいているとは私も思うんですね。以前

よりは大分力を入れていただいているのかな

という印象はあったんですけども、残念なが

ら、女性の乳がんと子宮がん以外は低下して

いるという結果になっているわけで、やはり

病気を早期に発見するということが、本当に

人にとって大事なことやと思います。 

 その中で、若干、私の考えるところも参考

にしていただきたいなということでお話させ

ていただくんですけれども、せんだって、長

寿番付の都道府県別が出ました。その中で、

沖縄の長寿番付が随分下がったということで

話題にもなり、あるいは逆に、長野県の番付

が１位になったという、じゃあなぜなのかと

いうと、公衆衛生であるとか、それからこう

いう事前の成人病予防対策に力をずっと入れ

てきた。特に、長野の佐久地方はそうだと思

うんですけれども、その中で、具体的にじゃ

あどういうことをやっているのかなという中

で、私が知ったのは、民生児童委員が、この

検診を促す、歩いて個別に訪問をしていると

いうことがありまして、そこは実際どうやっ

ているんかというのは、私もわからないとい

うことです。というのは、プライバシーの問

題がありますので、いくら民生児童委員とい

えども、そういうことができるのかなという

ことはあるんですけれども、確かに、民間の

営業でもそうなんですけれども、ダイレクト

メールを送るだけ、あるいは広告のチラシを

打つだけでは、なかなか営業に、実際の契約

に結びつかない。やはり、顔と顔を合わせた

地道な足で稼ぐ営業というのは、数字にあら

われてくるというのはございます。 

 そういうことも鑑みますと、保健師が歩け

ればいいんですけれども、現実論として、こ

の橋本市内全域、とても無理やと思います。

ですので、長野県での一地方で取り組まれて

おるような、地域の方々のつながりを利用し

て検診を促していくような取り組みというも

のが、一番効果的なんじゃないかなと。やは

り、近所の見知った人から、あさって、あし

た、あるいはきょう、あるいは一週間先に、

検診あるんで行ってよというようなことを声

かけいただきますと、やはり、ちょっと行こ

うかなという気持ちになるんじゃないかなと。

あるいは、そのために各地区に補助金を出し

てもいいんじゃないかなと。そして、各地区

ごとに検診率というものもお示しをして、各

地区で競うようなムードといいますか、雰囲

気をつくっていただければ、もっと検診率と

いうのは上がっていくんじゃないかなと。病

気を早期に発見して、本当に病気で苦しむこ

とが少なく、あるいは亡くなることが少なく

なるような取り組みというのをお願いしたい

と思いますが、この点について、ちょっとお

考えをお聞かせいただけますでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（北山茂樹君）先ほど、若干

受診率のことに触れたわけですけども、受診
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率は下がってるんですけども、受診者数自体

はすべて上昇傾向にあります。対象者が増え

ているために、受診率が下がっておるという

結果が出ておるんですけども、受診者につき

ましては、毎年増加しておると。受診者が増

加しておるという一つの施策として、先ほど

から私の言いました未受診者対策ということ

で、これは業者に委託しておるわけですけど

も、個別に訪問、それから個別に電話勧誘、

啓発等々をやっているということで、非常に

その効果もありまして、受診者数自体は、毎

年増加傾向にあるということです。 

 議員も今お話あったように、民生委員等に

ご協力をいただいてというお話もあったんで

すけども、民生委員も民生委員で非常に大変

な仕事もやられているという中で、それをお

願いするというのはなかなか難しいところも

ございますので、市といたしましては、今取

り組んでいる未受診者対策ということの中で、

やはり個別に啓発していく、個々にお顔を拝

見してお願いしていくと、勧誘していくとい

う政策をやっぱり今後も引き続いて実施して

いきたいと、かように思っておりますので、

よろしくお願いします。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、５款労働費、６款農林水産業費、７款商

工費、146ページから177ページまで、質疑あ

りませんか。 

 12番 清水君。 

○12番（清水信弘君）173ページの真ん中より

下になります。2107ステーションギャラリー

管理運営に要する経費４万4,000円。これが44

万円なら別に何も言わないんですけども、こ

このステーションギャラリーというのは高野

口駅の横にあるものだと思うんですけれども、

これは高野口に唯一の駅だということで、高

野口時代に相当力を入れてつくった、あの程

度で500万円を上回るお金をかけてつくって

あるものだと思います。それが、４万4,000

円と、これ、果たして管理に、どういうんか

な、かなりみすぼらしいですよね。展示物も

ないし。市当局としては、これをどういうふ

うにされているのか、どういうふうにしたい

のか、ちょっとその対策を伺いたいと思うん

ですけども、私は、これで展示される方が意

欲を持って展示しているんなら、もう少し費

用をかけて、きれいにしてやってほしいし、

展示する方がおられないんだったら、もう、

みすぼらしいので閉じられたほうがええと思

うんですよ。そこのところの考えはどうかな

と思って質問させていただきました。 

○議長（井上勝彦君）教育次長。 

○教育次長（坂本安弘君）現在、高野口地区

公民館において管理をしておるところでござ

いまして、予算的には電気代、それから電球

といいますか、等の消耗品費ということで、

全体で４万4,000円という予算でございます。 

 今後のことに関しましては、ちょっと教育

委員会内部も含めて、一度研究をしてみたい

というふうに考えております。一度廃止する

というようなお話もあったように伺っておる

んですけれども、現状、地元の要望もありま

して、こんな形で残しておるんですけども、

将来的なことにわたっては、改めて検討させ

ていただきたいというふうに思います。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、８款土木費、９款消防費、176ページから

211ページまで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に10款教育費、210ページから263ページまで、

質疑ありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、11款災害復旧費、12款公債費、13款諸支

出金、14款予備費、262ページから265ページ

まで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、歳

出を終わります。 

 引き続き歳入に入ります。４ページをお開

きください。１款市税、２款地方譲与税、３

款利子割交付金、４款配当割交付金、５款株

式等譲渡所得割交付金、４ページから７ペー

ジまで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、６款地方消費税交付金、７款ゴルフ場利

用税交付金、８款自動車取得税交付金、９款

地方特例交付金、10款地方交付税、11款交通

安全対策特別交付金、８ページから11ページ

まで、質疑ありませんか。 

 ６番 辻本君。 

○６番（辻本 勉君）すいません。ちょっと

歳入のところ、大事なところなので一点だけ。 

 10款なんですが、地方交付税、国のほうで

は平成25年度4,000億円の減額という情報と

いいますか、流れてきておるんですけども、

これについて本市はどのような影響を受ける

んか、現時点で一定の計算が立つんかどうか。

立っておるんであれば、その辺も含めてご答

弁をいただきたいと思います。 

○議長（井上勝彦君）財政課長。 

○財政課長（吉本孝久君）地方交付税につき

ましては、普通交付税で66億円、特別交付税

で９億5,000万円を予算化しております。対前

年度比では伸びておるところでございますけ

ども、地方財政計画によりまして、平成24年

度の実績をもとに、平成25年度の予算につき

ましては、その実績をもとに減額した、地方

財政計画による減額した比率で予算化をさせ

てもらっております。 

○議長（井上勝彦君）６番 辻本君。 

○６番（辻本 勉君）ちょっと説明がわかり

にくいんですよ。私が聞いているのは、4,000

億円の減額を国が発表しておって、それが橋

本市にどういう影響を与えるかということな

ので、たしか24年度でも減ってますね。24年

度は、先ほども補正のところでもあったんで

すけども、収入が、地方交付税が補正と含め

て76億8,435万7,000円ということなので、補

正前が当初で76億6,000万円ぐらい組んでい

るんでしょう。それよりは平成25年度の、こ

の今の予算案では減っているのはわかるんで

すよ。これが、国が言う4,000億円の削減と、

どない関係しているのかと。その4,000億円が

橋本市にとってどういう影響を与えるんかと

いうことが、現時点で試算できるんかどうか。

見通しが立つんかどうかというか、その辺の

情報も含めてお願いしたいんです。そうでな

いと、大きく減ってくると、ものすごいこれ、

変わってくるでしょう。この25年度の予算と

いうのがものすごく、この収入が大きく減っ

てくると、やはりかなりの見直しをせないか

ん時期が来るかもわかれへんので、この辺、

現時点でそういう影響がどこまで橋本市にあ

るんかということを、きちっと把握できてお

ればいいし、できてないんであれば、いつ頃

その辺がきちっと出てくるんかということを、

わかる範囲で。 

○議長（井上勝彦君）財政課長。 

○財政課長（吉本孝久君）普通交付税につき

ましては、平成24年度の実績で約67億4,000

万円、これが確定額になります。それで、国

の地方財政計画では、0.2％程度の減になると

いう数字が示されております。その0.2％程度

の減額を見越して、今年度の実績からその額

を引かせていただきまして、66億円の予算と
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いうふうにさせてもらっておるところです。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に、12款分担金及び負担金、13款使用料及び

手数料、14款国庫支出金、15款県支出金、16

款財産収入、17款寄附金、10ページから31ペ

ージまで、質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、次

に18款繰入金、19款繰越金、20款諸収入、21

款市債、30ページから43ページまで、質疑あ

りませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、歳

入を終わります。 

 それでは、一般会計予算全般について行い

ます。 

 質疑ありませんか。 

 ８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）先ほどの133ページの検

診の件でございますけども、部長がちょっと

私のお話したことで誤解されている部分があ

ると困りますので言いますが、私は、民生児

童委員が検診を促していることもありますよ

というお話をさせていただいたので、必ず民

生児童委員にお願いをしてほしいという意味

ではございません。この地域の方々のつなが

りを利用させていただいて、フェース・ツー・

フェースで検診を促すような対策をお取りい

ただきたいなということでお願いさせていた

だいたので、誤解のないようによろしくお願

いいたします。 

 もう一点ですけれども、166ページの商工費

について、全般についてお伺いしたいと思い

ます。商工費については、人件費と企業誘致

のお金が大半、あるいは商工会議所、商工会

等への委託費が大半になってございます。私、

一般質問でもさせていただいたことがあるん

ですけども、商業の活性化、商工業の活性化

や地域の活性化といいますか、経済の活性化

のときに、広く商売というか、事業の環境を

整えていくということだけではなくて、個別

の企業であったり、商売人であったりに対す

る支援というのがやはり要るんじゃないかな

と。 

 つい最近ですけども、大阪市のほうでは、

官民ファンドで都市ファンドをこしらえてい

くというような報道もありましたけれども、

本当にやる気があって、能力のある起業家、

あるいは個人の商売人を商売していくという

ことが本当に必要なんじゃないかなというふ

うに考えます。一つ一つの事業をこしらえて

いく、一件一件こしらえていくということが

必要だというふうに思います。 

 そうしたときに、この商工費を見させてい

ただきますと、そういう私の趣旨に沿ったよ

うなものというのは、事業資金融資ぐらいし

かないんですよね。商業、経済の活性化のと

きに、私が申し上げたような、本当にやる気

があって能力のある方を見出して、そして、

それをバックアップして事業を一つ一つ地道

に立ち上げていくという商工業政策は、おと

りいただけないのでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）経済部長。 

○経済部長（浦 彰伸君）一括ではなしに、

企業ありきの中での支援というご質問かなと

いうふうに思ってございます。商工関係での

支援といいましたら、いろんな各種利子補給

制度は、今現在も引き続いてやっておるとこ

ろでございますけれども、ある企業を特定し

て、その企業に対する支援をしていくという

ことになりましたら、やはりそれなりの、そ

の企業の位置付けということもやはり明確に

しないことには、個々の施策になってしまう

というおそれも出てこようかなというふうに
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思います。 

 そういった意味合いで、全くそれが意味が

ないというわけではないと思います。やはり

そういった支援も考えていかなければならな

いほど、地域経済が疲弊しておる。やる気の

あるところについては、積極的に支援してい

くという意味合いでは、なかなかやっていく

ことについては意義があるのかなというふう

に思っておるところです。 

 しかし、実際それをやっていくにつけては、

いろんな問題が出てきます。やはり行政が行

う公平性ということから考えれば、なぜこの

企業だけ支援して俺らしてくれへんのかよ、

というような率直な意見もやはり出てきます

ので、やはり、その企業への支援ということ

になれば、よっぽど慎重に対応した中で検討

もしていかなければならないのかなというふ

うに考えておるのが現状でございます。 

○議長（井上勝彦君）８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）行政の商工業政策とい

うのは、地域の経済の活性化政策というのが

個別の企業なり個人に肩入れをすることはで

きないというのは原則でずっと来ているんで

すよね。それは私も重々承知の上でお聞きし

ておるわけですけども、じゃあそれで本当に

地域の中で起業が起こってくるんかなと。あ

るいは商売の拡張がされていくんかなという

ふうに私は思います。 

 やはり、経済を良くしていくというのは、

土建屋一軒一軒、商売人一軒一軒が増えてい

く、そしてあるいは既存の商売人、あるいは

起業家が商売を拡大していく。それは商工会

議所が拡大するわけじゃないんですよね。商

工会が拡大するわけじゃないんですよ。その

商売人が、あるいは織り屋でもいいですけど、

織り屋の商売が拡大することによって、雇用

も生まれ、そして経済も拡大するわけです。 

 だから、そこの目ききの問題とか、いろん

な課題がありますが、やはり私はこの商工業

の活性化という策を考えるときに、そこまで

踏み込んだ、従来にない商工業政策というの

を展開していかなければ、大した変化は起こ

らないんじゃないかなというふうに考えます。

だから、部長のおっしゃるのは、従来のまっ

とうな正当な考え方でございますけども、そ

このところの考え方を、やはり大きく変える

必要があると考えますが、再度、ちょっとお

考えをお聞かせいただけますか。 

○議長（井上勝彦君）経済部長。 

○経済部長（浦 彰伸君）ただ今の議員から

のご質問は、たしか島根県かどこかやったと

思いますけども、そういったところにおいて

は、そういった企業への支援ということで、

これも一つの、行政が企業の経営参画すると

いうのもおかしな話なんですけども、企業と

行政と一体となって取り組んで、企業に対す

る支援を行ったというような事例もないこと

はないというふうには考えておるところでご

ざいます。 

 ただ、それありきでやってしまいますと、

なかなか誤解も招くというところもございま

すので、やはり慎重にそれは取り組んでいく、

あるいはまた検討しなければならないのかな

というふうに思っておるところでございます。

やはり、そこまでの支援をしなければ経済が

活性化しないという、そこまで経済が疲弊し

ておるというような状況については、十分把

握してございます。今後、一度検討もして、

いろいろ勉強もさせてもらいたいなというふ

うに思ってございます。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第14号に
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ついては、８人の委員をもって構成する平成

25年度予算審査特別委員会を設置し、これに

付託の上、審査することにいたしたいと思い

ます。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第14号については、８人の委

員をもって構成する平成25年度予算審査特別

委員会を設置し、これに付託の上、審査する

ことに決しました。 

 平成25年度予算審査特別委員会委員の選任

については、委員会条例第８条第１項の規定

により、議長において、１番 松浦君、３番 

富岡君、５番 森下君、９番 上田君、14番 

中本浩精君、16番 堀内君、17番 松本君、

22番 中本正人君、以上８人を指名いたしま

す。 
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